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　今春もアスパラのおいしい時期がやっ
て来ました。
　寒暖差の激しい名寄のアスパラはとて
も甘く、やわらかくアスパラギン酸もたっ
ぷり・体内エネルギーの促進・疲労回復も
ばっちり！
　そんなおいしいアスパラを食べられる
のも、昨年の夏から養成管理に努力され
た生産者のおかげであります。
　第５次地域農業振興計画では、アスパラ
の生産に力を入れていきます。アスパラ
の新植・更新などに、取り組み易くするた
め大苗並びに堆肥の無償提供を行い、増
反・増収を目指します。アスパラ部会とし
ても良質のアスパラ生産に力を入れ、市
場とのコミュニケーションやアイデアを密
にしながら、高単価・高収益を計り生産者
が元気に活気に満ちた農業を目指します。
　地アスパラを沢山食べましょう！

Love for Asparagus.

　アスパラ作付面積全国有数の名寄市。名寄市は盆地でもあり、夏は非常に暑く冬は
厳しい寒さになります。この寒暖差を利用して香り豊かなみずみずしいアスパラが収穫
されています。
　今回は令和４年度重点振興作物共励会アスパラ部門最優秀賞の松本和俊さんとアス
パラ部会長の水上治さんにアスパラに対する想いを伺いました。

名寄産アスパラの
良いところ！

アスパラ
部会長が

教える

Ｑ1
就農理由・就農歴はどのくらい
ですか？

　家族の体調不良を機にサラリーマンか
ら U ターンにて就農し、２１年が経ちま
した。

Ｑ2
アスパラの作付けをはじめた
きっかけ・アスパラ歴はどのく
らいですか？

　父がアスパラを作っていたのを引き継
ぎ、中学生のころから手伝いをしていた
ので３０年ほど作付けをしています。１番
初めに作付けするときは菌なども少なく、
肥料も効いていたんですが、今は病気と
かもあるので昔と比べると作りづらく
なったなと感じますね。

Love for Asparagus.Love for Asparagus. Love for Asparagus.Love for Asparagus.

松本　和俊さん

アスパラ部会長　水上　治さん
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Ｑ3 栽培のこだわりはなんですか？

　長く伸ばしすぎないことですね。長く伸びてしまうと品質も落ち、捨てる部分も多くなってしまう
ので適切な長さで採ることを心掛けています。気温に合わせて涼しい時に採るようにしていますが、
多い日には朝方・昼一・夕方と１日３回採る日もあります。また地温が急激に変化し、アスパラが
急に伸びないよう土を深くしたり、土壌診断に基づき堆肥を入れながら減肥につないでいます。現
状は肥料等の資材費も高騰している事から堆肥の活用と土壌診断は収量アップに確実に繋がって
いると実感しています。減収要因のトップでもある斑点病には特に気を付け過繁茂で風通しが悪く
なると発生しやすく8月中下旬から秋雨期にかけての防除を徹底しています。

Ｑ4 今後の目標・産地としての展望等はありますか？

　反収量600㎏以上を目標とし家族労働力の範囲での作付けを考え、現状は8反で耕作しています。
アスパラは自分の経営において、春先の収入元になると共に、道北なよろ農協の青果物全体におい
ても年間を通し青果物をリレーで市場に送り出すスタートとなる重要な品目です。現状は地域高齢化
や労働力不足によりアスパラの産地面積は毎年減少傾向となっていますが、今年1年目となる農協
の第5次農業振興計画におけるアスパラ大苗無償化等、大々的な助成策を活用し、地域において耕
作面積が増える事に期待したいです。

Love for Asparagus.Love for Asparagus.

らくみらんど産堆肥を活用しよう！
　今年度よりＪＡ斡旋堆肥の施用に対しての助成と、アスパラガスの新植・更新に施用する堆肥・
散布委託料を実質無償で提供致します。

※土壌診断を行い、ＪＡ斡旋堆肥の施用に対しての助成     
※アスパラガス新植・更新はすべて無償 (上限 10ｔ車 1台 /10ａ)     

堆肥のみ

堆肥散布委託

運搬含む

堆肥・運搬・散布

14,000

19,000

26,000

33,500

10,250

15,250

18,500

26,000

4ｔ車
（7㎥）

10ｔ車
（14㎥）

4ｔ車
（7㎥）

10ｔ車
（14㎥）

通常価格 実質価格(助成含む)

項　目 備　考

■価格表 （税別）

アスパラが出荷されるまで
1

4

2

立派に育ちました
立派に育ちました

美味しく食
べられます

ように！

美味しく食
べられます

ように！

1本ずつ丁寧に収穫
1本ずつ丁寧に収穫

3

仕分けも愛
情込めて

仕分けも愛
情込めて
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従来より名寄産野菜につきまして、市場関係者や消費者より高い評価をいた

だいております。当 JA では、実需からの要望も多い野菜について、重点振興策

作物として作付面積の拡大を目指しています。それぞれの特徴と 10a あたりの

所得をご紹介しますので、興味のある方は、営農センター青果課（℡01654-

3-4307）までお問い合わせください。

 当 JA では、現在 120 戸の生産者が 130ha

の作付けを行っています。グリーンアスパラは

アスパラギン酸やビタミンが豊富な栄養価の高

い野菜であり、北海道の春の味覚として日本全

国において高い人気を誇っています。普段の食

卓はもちろん贈り物としての需要も高く、市場

からの引き合いは非常に強くなっています。令

和5年度より苗種子の購入助成をはじめ、堆肥の無償提供、マニュアスプレッ

ダの委託散布・機械貸出無料の実施、令和６年度以降については大苗の無償提

供を計画しており、当 JA として消費地からの期待に応えるべく、作付面積の

拡大を目指しております。グリーンアスパラに興味のある方は是非青果課まで

ご連絡よろしくお願いします。


��アアススパパララ  1100aa  ああたたりり所所得得

JA モデル  令和４年度 

実績 

令和３年度 

実績  定植年 収穫年 

収 量 － 300 ㎏ 256 ㎏ 216 ㎏ 

単価（kg） － 972 円 1,110 円 1,184 円 

10a 収入 － 291,600 円 284,160 円 255,744 円 

経営費 280,000 円 125,000 円 130,000 円 130,000 円 

所 得 － 166,600 円 154,160 円 125,744 円 

※ＪＡモデルについては令和５年に作成したデータです。経営費は概算で算出しています。 

１．露地グリーンアスパラ 

Love for Asparagus.Love for Asparagus.

アスパラの
美味しい
レシピ

アスパラとホタテのガーリックバター炒め

・アスパラガス
・長ねぎ
・ホタテ 
・ニンニク

・めんつゆ（2倍濃縮）
・黒こしょう小さじ
・有塩バター

……………大さじ1
…………小さじ1/4

………………………20ｇ

………………………４本
…………………………1/2本
…………………………150ｇ
……………………………2片

❶アスパラガスはピーラーで下の硬
い皮を剥いて、斜めに切ります。
❷長ねぎは斜めに切ります。
❸ニンニクはみじん切りにします。
❹中火で熱したフライパンにバター
を入れ、❸を炒めます。

材料

［作り方］

とろーりチーズのアスパラとベーコントースト

❺ニンニクの香りが立ってきたら、
ホタテを入れ、炒めます。
❻ホタテに火が通ってきたら、❶と
❷を入れ炒めます。

❼めんつゆと黒こしょうで味を調え
たら完成です。

・食パン (6枚切)
・アスパラガス
・薄切りハーフベーコン
・(A)コンソメ顆粒

・(A)塩こしょう
・ピザ用チーズ
・サラダ油
・黒こしょう

……………………少々
……………………50ｇ

………………………小さじ2
…………………………適量

……………………2枚
………………………2本

……………40ｇ
…………小さじ1/2

❶アスパラガスは根元の固い部分
をピーラーでむき、1cm 幅の斜
め切りにします。薄切りハーフ
ベーコンは1cm幅に切ります。
❷中火で熱したフライパンにサラダ

材料

［作り方］ 油をひき、❶を入れて炒めます。
❸しんなりしてきたら (A) で味を調
え、火から下ろします。
❹食パンを４等分に切り、❸とピザ
用チーズをのせます。アルミホイ
ルを敷いた天板にのせ、オーブ

ントースターでチーズが溶けるま
で5分程焼きます。
❺お皿に盛り付け、黒こしょうをか
けて完成です。

❶アスパラガスは根元の固い部分
をピーラーで剥き、1cm 幅の斜
め切りにします。薄切りハーフ
ベーコンは1cm幅に切ります。
❷鍋にお湯を沸かして塩とスパゲ

［作り方］ ティを入れ、パッケージの表記通
りにゆで、お湯を切ります。
❸フライパンを中火で熱し、オリー
ブオイルをひき、❶を入れて炒め
ます。
❹アスパラガスがしんなりしたら

(A) を加えて中火で炒め合わせ、
❷を加えてよく絡め、火から下ろ
します。
❺器に盛り付け、のりをかけて完成
です。

柚子胡椒風味のアスパラベーコン和風パスタ

・スパゲティ
・お湯 (ゆで用)
・塩 (ゆで用)
・アスパラガス
・薄切りハーフベーコン

・(A)しょうゆ
・(A)ゆず胡椒小さじ
・オリーブオイル
・のり (刻み)

…………………小さじ1
………小さじ1/3

………………大さじ1
………………………適量

………………………100ｇ
………………1000ml
…………………小さじ2
……………………2本

……………40ｇ

材料
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 当 JA では、現在 89 戸の生産者が 215ha

に生食南瓜の作付けを行っております。南瓜は

β－カロテンやビタミン類、カリウムなどが豊

富に含まれていて、近年の健康志向の高まりも

あり注目されています。当 JA では、早生品種

の味早太をはじめ、味平・ほっこりうらら・え

びすの４品種をお盆前後から 10 月下旬までの２か月間でリレー出荷を行って

おります。生産者の所得向上や省力化を目指し、部会や関係機関と連携し品種試

験や圃場での各種試験も行っております。市場からも名寄ブランドの南瓜の要

望は強く、当 JA としても要望に応えるべく更なる面積拡大を目指しています。 


��生生食食南南瓜瓜 1100aa ああたたりり所所得得 

JA モデル 令和４年度実績 令和３年度実績 令和２年度実績 

収 量 120 ケース 108 ケース 92 ケース 102 ケース
単価ｃ/ｓ 1,200 円 1,405 円 1,415 円 1,380 円 

10a 収入 144,000 円 151,848 円 130,180 円 140,760 円 

経営費 96,480 円 102,469 円 91,282 円 96,865 円 

所 得 47,520 円 49,379 円 38,898 円 43,895 円 

※ＪＡモデルについては令和５年に作成したデータです。経営費は概算で算出しています。 

 当 JA では、現在 120 戸の生産者が 250ha

に生食スイートコーンを作付けしています。販

売先は関西・中京・関東を中心とし九州まで直

送で販売しています。生産者皆様の努力により、

各消費地から高い評価をいただき令和 4 年度の

道内産地出荷割合の約 32％を当 JA のスイー

トコーンが担っております。全国的に夏場の人

気野菜として位置づけられており、需要が非常に伸びている品目となっており

ます。 


��生生食食ススイイーートトココーーンン 1100aa ああたたりり所所得得  

JA モデル 

収 量 125 ケース
 

136 ケース 112 ケース 132 ケース
単価（ｃ/ｓ） 2,450 円 2,469 円 2,430 円 2,401 円 

10a 収入 306,250 円 335,784 円 272,160 円 316,932 円 

経営費 155,000 円 157,930 円 140,500 円 155,000 円 

所 得 151,250 円 177,854 円 131,660 円 161,932 円 

※ＪＡモデルについては令和５年に作成したデータです。令和 3 年度については高温干ば

つにより収量が減少。経営費は概算で算出しています。 

２．生食南瓜 

３．生食スイートコーン 

令和４年度実績 令和３年度実績 令和２年度実績 

 当 JA では、現在３４戸の生産者が約 60ha に

食用馬鈴薯の作付けを行っております。馬鈴薯は、

でんぷん質が多く含まれていることからエネルギ

ーが高い野菜です。更に、ビタミン B1・ビタミン

C・カリウム・食物繊維も豊富に含まれています。

特にビタミン C は主成分である炭水化物に含まれ

ていることから、熱を加えても損失が少ないという特徴をもっています。また、

ビタミンＢ1 も１日に必要な量を馬鈴薯半個で摂取する事が出来ます。主な取

扱品種は、『男爵薯・キタアカリ・とうや・きたかむい・さやか』の５品種で、

収穫時期は８月下旬から１０月中旬で、収穫が集中する時期にはコンテナ不足

にならないよう対策し受入態勢を整えています。選果期間は９月上旬から１月

末を目安に実施しています。市場からの要望が増えていることから、当ＪＡでも

更なる面積拡大を目指しています。 


��食食用用馬馬鈴鈴薯薯 1100aa ああたたりり所所得得 

JA モデル 

収 量 2,800 ㎏ 2,978 ㎏ 2,440 ㎏ 2,807 ㎏ 

単価（kg） 75 円 72 円 99 円 77 円 

10a 収入 210,000 円 214,416 円 241,560 円 216,139 円 

経営費 120,000 円 110,000 円 100,000 円 90,000 円 

所 得 90,000 円 104,416 円 141,560 円 126,139 円 

※ＪＡモデルについては令和５年に作成したデータです。経営費は概算で算出しています。 

４．食用馬鈴薯 

令和４年度実績 令和３年度実績 令和２年度実績 

 当 JA では、現在 89 戸の生産者が 215ha

に生食南瓜の作付けを行っております。南瓜は

β－カロテンやビタミン類、カリウムなどが豊

富に含まれていて、近年の健康志向の高まりも

あり注目されています。当 JA では、早生品種

の味早太をはじめ、味平・ほっこりうらら・え

びすの４品種をお盆前後から 10 月下旬までの２か月間でリレー出荷を行って

おります。生産者の所得向上や省力化を目指し、部会や関係機関と連携し品種試

験や圃場での各種試験も行っております。市場からも名寄ブランドの南瓜の要

望は強く、当 JA としても要望に応えるべく更なる面積拡大を目指しています。 


��生生食食南南瓜瓜 1100aa ああたたりり所所得得 

JA モデル 令和４年度実績 令和３年度実績 令和２年度実績 

収 量 120 ケース 108 ケース 92 ケース 102 ケース
単価ｃ/ｓ 1,200 円 1,405 円 1,415 円 1,380 円 

10a 収入 144,000 円 151,848 円 130,180 円 140,760 円 

経営費 96,480 円 102,469 円 91,282 円 96,865 円 

所 得 47,520 円 49,379 円 38,898 円 43,895 円 

※ＪＡモデルについては令和５年に作成したデータです。経営費は概算で算出しています。 

 当 JA では、現在 120 戸の生産者が 250ha

に生食スイートコーンを作付けしています。販

売先は関西・中京・関東を中心とし九州まで直

送で販売しています。生産者皆様の努力により、

各消費地から高い評価をいただき令和 4 年度の

道内産地出荷割合の約 32％を当 JA のスイー

トコーンが担っております。全国的に夏場の人

気野菜として位置づけられており、需要が非常に伸びている品目となっており

ます。 


��生生食食ススイイーートトココーーンン 1100aa ああたたりり所所得得  

JA モデル 

収 量 125 ケース
 

136 ケース 112 ケース 132 ケース
単価（ｃ/ｓ） 2,450 円 2,469 円 2,430 円 2,401 円 

10a 収入 306,250 円 335,784 円 272,160 円 316,932 円 

経営費 155,000 円 157,930 円 140,500 円 155,000 円 

所 得 151,250 円 177,854 円 131,660 円 161,932 円 

※ＪＡモデルについては令和５年に作成したデータです。令和 3 年度については高温干ば

つにより収量が減少。経営費は概算で算出しています。 

２．生食南瓜 

３．生食スイートコーン 

令和４年度実績 令和３年度実績 令和２年度実績 
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●導入機械／台数
●最大積載重量
●最大積載容量
●機体寸法

●散布幅
●貸出料

農産課より

品種 区分 共　計　精　算　金　額
１等 ２等 ３等 特定加工用 合　　計

ユキホマレ
大粒 13,941,330 49,290,756 41,309,260 6,885,681 111,427,027 
中粒 30,503,222 26,131,708 56,634,930 
小粒 150,312 8,112 158,424 

とよまどか
大粒 196,775 196,775 
中粒 453,732 276,382 730,114 
小粒 25,382 25,382 

とよみづき
大粒 20,687 5,667,652 5,688,339 
中粒 786,583 1,535,246 1,838,486 4,160,315 
小粒 401,335 33,938 435,273 

合　計 14,748,600 56,947,386 74,701,154 33,059,439 179,456,579 

■精算金額 （単位：円）（消費税込み）

品種 区分 入　庫　数　量
１等 ２等 ３等 特定加工用 合　　計

ユキホマレ
大粒 1,398.5 5,066.5 4,353.5 744.5 11,563.0 
中粒 3,351.0 2,948.5 6,299.5 
小粒 18.0 1.0 19.0 

とよまどか
大粒 20.0 20.0 
中粒 48.0 30.0 78.0 
小粒 3.0 3.0 

とよみづき
大粒 2.0 561.0 563.0 
中粒 79.0 158.0 194.0 431.0 
小粒 46.0 4.0 50.0 

合　計 1,479.5 5,833.5 8,015.5 3,698.0 19,026.5 

■共計精算数量 （単位：俵）

品種 区分 入　庫　数　量
１等 ２等 ３等 特定加工用

ユキホマレ
大粒 9,968 9,728 9,488 9,248 
中粒 9,102 8,862 
小粒 8,350 8,112 

とよまどか
大粒 9,838 
中粒 9,452 9,212 
小粒 8,460 

とよみづき
大粒 10,343 10,102 
中粒 9,956 9,716 9,476 
小粒 8,724 8,484 

■精算単価 （単位：円／俵）（消費税込み）

令和４年１２月１６日付にて精算しました、令和３年産共計大豆についてご報告いたします。

令和３年産　共計大豆精算報告

自走式マニュアスプレッダの貸出について

農協が所有する農業機械の貸出について、自走式マニュアスプレッダを新たに導入します。
本年8月に納品予定ですので、ご要望がございましたら下記窓口までお問合せ願います。

貸出窓口▶営農販売部 農産課 TEL 01655-3-2521

……自走式マニュアスプレッダ　1台
…………………………………1,800kg
……………………………………2.6㎥

…………………………………全長　4.16ｍ
全幅　1.58ｍ
全高　1.93ｍ

…………………………………………3～10ｍ
…………………………3,000円／1時間（税別）

※搬送料別途かかります。

第５次振興計画における新規助成・奨励の取り組み第５次振興計画における新規助成・奨励の取り組み

施肥低減に向けた優良たい肥施用
土壌診断を行った上でJA斡旋たい肥の施用に対して助成（上限なし）

［助成内容］7,500円/台(14㎡)　購買利用実績及び振興センター土壌診断結果に基づき助
成します
規模拡大等に対応した利子助成
規模拡大に伴い出荷体系等に変換が伴う場合の投資に対して利子助成を実施（予算上限）

［助成内容］利子助成　プロパー資金金利　１％以内　３年以内
（例）　水　　 稲　生籾施設利用から玄米・乾籾等に出荷体系を変更するための投資
　　　水稲・畑作　出荷までの自宅一時保管を行うための格納庫等の床面整備
　　　青　　 果　野菜作付け拡大に伴う風乾機やコンテナ等への投資
※但し、青果重点４品目合計が前年より拡大された場合に限る
※利用をされる場合は本支所金融課までお申し込み下さい
ICT技術資格への支援
ICT技術資格の取得に対する支援（予算上限）

［助成内容］ドローン免許取得者に対し１０万円以内又は1/2以内を助成
※名寄市との協調事業になります。申し込みを希望される方は名寄市農務課へお願いします

①

②

③

■営農事業

重点振興作物作付け誘導
生産部会と協調した維持拡大の推進に対する助成

［助成内容］

※取り纏め又は実績に応じて助成を致します。生産部会より助成がされます

①

■販売事業

アスパラ 新植・更新に対する助成（上限なし）
苗種子の助成 令和５年度　上限50a　３万円/反　以内

令和６年度以降　大苗無償提供
堆肥散布助成 らくみ堆肥の無償提供（上限10ｔ/反）

マニュアスプレッダの貸出無償
堆肥散布作業の委託散布（無償）

南　瓜 早出出荷助成 早出出荷分A品に対し20円/CS以内（予算上限）
スイートコーン 被服資材助成 購入経費1/2以内 上限４０a ２万円/反以内（予算上限）
馬鈴薯 増反助成 基準年（R4）に対し種馬鈴薯を除く馬鈴薯作付合計面

積の増反面積に対し  １万円/反 以内（予算上限）
※1度助成を受けた場合、助成後の面積が基準となります

生分解マルチ奨励
１～１２月生分解マルチ供給金額に対して４％の奨励

①

■購買事業

※その他、４次振興計画から継続等の助成・奨励策については５次振興計画概要をご覧ください
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JA道北なよろ

第18回 通常総代会開催

等
が
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
皆

様
と
も
直
接
お
会
い
す
る
機
会

も
徐
々
に
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。　

全
て
の
皆
さ
ん
が
早
く
マ
ス
ク
を

外
し
笑
顔
で
語
り
合
え
る
日
が
来

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
4
年
の
作
柄
に
於

い
て
は
春
先
の
雪
解
け
も
順
調
で
、

そ
の
後
多
少
の
低
温
は
あ
っ
た
も

の
の
作
業
工
程
も
比
較
的
順
調
に

進
ん
だ
こ
と
、
更
に
は
適
度
な
雨

も
降
っ
た
こ
と
で
水
稲
畑
作
青

果
・
牧
草
な
ど
総
じ
て
気
象
条
件

に
恵
ま
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

水
稲
に
つ
い
て
は
、
シ
ー
ズ
ン
通

し
て
の
安
定
し
た
気
温
と
生
産
者

皆
さ
ん
の
栽
培
技
術
の
向
上
に
よ

っ
て
、
昨
年
に
次
ぐ
反
収
で
平
均

反
収
10
・
7
俵
、
33
・
4
万
俵
を

超
え
る
出
荷
を
頂
き
ま
し
た
。

麦
・
大
豆
・
ソ
バ
等
に
於
い
て
も

品
質
の
高
い
状
況
で
、
平
年
作
を

超
え
る
出
荷
を
頂
き
ま
し
た
。

　
青
果
物
に
於
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
労
働
力
の
確

保
等
大
変
に
ご
苦
労
も
あ
っ
た
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
名
寄
大
学

の
学
生
さ
ん
達
の
『
援
農
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
』
等
の
お
陰
で
、
ア

ス
パ
ラ
の
経
年
減
少
を
除
い
て
は

　
本
日
は
、
道
北
な
よ
ろ
農
業
協

同
組
合
第
18
回
通
常
総
代
会
に
際

し
、
融
雪
も
順
調
で
春
作
業
も
本

格
化
し
大
変
お
忙
し
い
中
、
大
勢

の
総
代
の
皆
様
の
ご
出
席
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
、
感
謝
を
申
し
上

げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
重
ね
て
、
日
頃
よ
り
協
同
組
合

活
動
へ
の
特
段
の
ご
理
解
を
賜
り
、

各
種
農
協
事
業
に
対
し
、
多
く
の

ご
利
用
を
賜
り
、
ご
指
導
・
ご
協

力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心

か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
又
、
本
日
ご
来
賓
と
し
て
ご
出

席
を
賜
り
ま
し
た
、
名
寄
市
加
藤

市
長
・
中
野
道
議
会
議
員
の
お
二

方
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
年
度
初

め
の
お
忙
し
い
中
ご
出
席
賜
り
ま

し
た
こ
と
、
加
え
て
地
域
の
農
業

振
興
は
元
よ
り
、
当
農
協
事
業
運

営
全
般
に
対
し
ま
し
て
、
特
段
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
衷
心
よ
り
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。　
　

　
さ
て
、
昨
年
に
於
い
て
は
、
依

然
と
し
て
日
本
中
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
続
け
な
が
ら

も
、
少
し
ず
つ
各
種
行
事
、
祭
事

『第18回道北なよろ農業協同組合総代会』挨拶
代表理事組合長 東 野 秀 樹

　4 月 11 日、名寄市民文化センターエンレイホールにおいて、第 18 回通常総代会が開催されました。
　中村常務による開会宣言後、東野組合長より昨年の農業情勢や農協事業の取組等について挨拶があ
り、その後の議長選出にて風連地区の阿部和浩さん、名寄地区の竹部裕二さんの両名が選出され議事
進行が行われました。石山参事による令和 4 年度決算報告及び事業報告の中で当期純利益 175,596
千円等を含め当期未処分剰余金 256,875 千円の計上が出来たことに対して組合員皆様へお礼を申し
上げた後、定款の一部変更や令和 5 年度事業計画の設定等の説明がありました。総代数 210 名に対
し、本人出席 118 名、委任出席 3 名、書面出席 44 名の合計 165 名（出席率 78.6％）の出席をもっ
てすべての議案が承認され、盛会のうちに総代会終了となりました。

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・
南
瓜
等
、
作

付
け
を
大
き
く
減
少
さ
せ
る
こ

と
な
く
高
品
質
の
中
で
平
年
作
以

上
の
出
荷
を
頂
き
ま
し
た
。
取
り

分
け
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
に
つ
い

て
は
、
過
去
最
高
取
扱
い
額
を
大

き
く
超
え
る
8
6
5
百
万
円
を
記

録
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
高
品
質
・
高
収

量
に
よ
っ
て
高
単
価
が
維
持
さ
れ

た
訳
で
す
が
、
併
せ
て
当
産
地
へ

の
期
待
感
を
込
め
た
価
格
転
嫁
が

出
来
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
青
果
物
全

般
的
に
言
え
ば
、
全
国
的
な
労
働

力
不
足
に
よ
る
青
果
物
の
作
付
け

減
少
傾
向
に
加
え
て
、
今
迄
の
各

生
産
部
会
の
継
続
的
な
生
産
活
動

や
皆
さ
ん
の
日
々
の
営
農
努
力
が
、

産
地
の
評
価
と
な
っ
て
表
れ
た
年

と
な
り
ま
し
た
。

　
又
、
畜
産
関
係
に
於
い
て
は
、

飼
料
価
格
の
更
な
る
高
騰
と
乳
製

品
の
過
剰
在
庫
や
個
体
価
格
の
下

げ
止
ま
り
な
ど
、
依
然
と
し
て
非

常
に
厳
し
い
環
境
で
は
あ
り
ま
す

が
、
指
定
団
体
の
一
元
集
荷
に
よ

る
安
定
し
た
乳
代
価
格
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
と
、
酪
農
家
さ
ん
の
良
質

な
粗
飼
料
生
産
等
の
ご
努
力
に
よ

っ
て
、
厳
し
い
環
境
下
に
於
い
て

前
年
実
績
額
を
上
回
る
実
績
を
あ

げ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
結
果
と
致
し
ま
し
て
、
農
畜
産

物
の
販
売
事
業
実
績
と
し
て
は
、

過
去
最
高
の
1
0
0
・
7
億
円

を
積
み
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
農

協
の
決
算
と
致
し
ま
し
て
も
、
事

業
利
益
1
8
0
百
万
円
、
当
期
利

益
剰
余
金
1
7
5
百
万
円
を
計
上

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

っ
て
、
剰
余
金
処
分
に
つ
い
て
は

配
当
金
総
額
95
百
万
円
、
そ
の

内
、
営
農
関
連
で
一
年
間
皆
さ
ん

に
ご
利
用
頂
い
た
肥
料
・
農
薬
・

飼
料
・
温
床
資
材
の
事
業
分
量
配

当
に
は
当
農
協
独
自
の
肥
料
高
騰

対
策
も
含
め
、
83
百
万
円
を
超
え

る
金
額
を
提
案
さ
せ
て
頂
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
組
合
員
皆
様
に
よ
る
農
協
事
業

へ
の
結
集
を
頂
い
た
結
果
で
あ
り
、

重
ね
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
方
、
農
業
情
勢
に
於
い
て
は
、

生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
や
、
従
来
ま

で
の
消
費
形
態
が
急
変
し
需
給
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
お
こ
っ
て
お
り
ま

す
。
米
・
乳
製
品
・
砂
糖
を
始
め

と
し
た
在
庫
が
大
き
く
膨
ら
ん
で

い
る
状
況
で
あ
り
、
業
界
や
系
統

を
あ
げ
て
消
費
拡
大
運
動
等
、
組

合
員
の
皆
様
に
も
継
続
し
て
ご
協

力
頂
き
な
が
ら
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
取
り
分
け
生

乳
に
つ
い
て
は
、
か
ろ
う
じ
て
生

乳
廃
棄
は
避
け
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
生
産
調
整
に
協
力
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
今
な
お
、
過
剰
在

庫
を
抱
え
て
い
る
状
態
で
あ
り
ま

す
。
物
価
高
騰
等
な
ど
に
よ
っ
て

消
費
が
低
迷
し
て
い
る
今
だ
か
ら

こ
そ
、
『
国
消
国
産
』
『
地
産
地

消
』
の
意
味
を
組
合
員
皆
さ
ん
は

元
よ
り
、
地
域
の
消
費
者
に
も
理

解
を
深
め
て
頂
く
こ
と
、
更
に
は
、

系
統
販
売
を
軸
と
し
た
複
数
年
契

約
な
ど
フ
ル
活
用
し
な
が
ら
J
A

系
統
販
売
の
底
力
を
発
揮
す
る
時

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
格
操
業
か
ら
2
期

目
を
終
え
た
子
会
社
ら
く
み
ら
ん

ど
（
株
）
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年

に
於
い
て
は
計
画
時
同
様
の
赤

字
決
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、
概

ね
計
画
通
り
進
捗
し
て
お
り
、
本

年
令
和
5
年
度
に
は
黒
字
化
出
来

る
よ
う
、
酪
農
家
の
皆
さ
ん
共
々

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

又
、
堆
肥
の
販
売
に
つ
い
て
も
昨

年
夏
以
降
に
出
荷
開
始
致
し
ま
し

た
が
、
堆
肥
活
用
の
振
興
策
は
同

時
に
提
案
で
き
ず
に
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
本
年
以
降
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ア
ス
パ
ラ
増
反

対
策
を
本
振
興
計
画
の
目
玉
と
し

な
が
ら
堆
肥
活
用
支
援
策
等
を
盛

り
込
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
数
量

に
限
り
は
あ
り
ま
す
が
、
国
が
提

唱
し
て
い
る
『
緑
の
食
糧
戦
略
』

や
『
S
D
G
ｓ
・
持
続
可
能
な
農

業
』
に
向
か
う
意
味
で
も
、
欠
か

す
事
の
出
来
な
い
今
後
の
キ
ー
ワ

ー
ド
に
な
っ
て
参
り
ま
す
し
、
く

し
く
も
化
学
肥
料
高
騰
の
お
り
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
余
す
こ
と
な

く
大
い
に
ご
活
用
賜
り
た
く
思
い

ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
本
総
代
会
は

第
5
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・
中

期
経
営
計
画
の
承
認
も
頂
く
運
び

と
な
り
ま
す
。
計
画
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
10
年
20
年
先
を
想
像

す
る
べ
く
、
若
手
役
員
と
中
堅
職

員
が
中
心
と
な
っ
て
原
案
を
作
り

あ
げ
、
検
討
を
重
ね
て
完
成
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
肥
料
・
飼
料
・

燃
料
を
始
め
と
す
る
生
産
コ
ス
ト

上
昇
や
世
界
情
勢
・
国
内
情
勢
や

世
界
の
食
糧
事
情
、
更
に
は
国
内

の
農
政
も
刻
一
刻
と
変
化
す
る
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
の
無
い
よ

う
、
名
寄
市
や
北
海
道
そ
し
て
国

等
の
関
係
機
関
の
更
な
る
強
固
な

パ
イ
プ
の
確
保
に
努
め
、
ご
協
力

ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
着
実
に
進

め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
組
合
員
皆
さ
ん
に
於
い
て

も
、
『
自
ら
が
主
役
で
自
分
た
ち

の
J
A
』
と
い
う
想
い
を
よ
り
一

層
強
め
て
頂
く
こ
と
と
、
私
共
役

職
員
と
致
し
ま
し
て
も
、
『
組
合

員
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
必
要
と
さ

れ
る
場
所
・
人
』
で
あ
れ
る
よ
う
、

よ
り
一
層
努
力
し
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
特
段

の
ご
指
導
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
本
年
一
年
が
組
合

員
皆
様
に
と
っ
て
、
ご
健
勝
で
実

り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

ご
臨
席
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て

も
益
々
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
本

総
代
会
に
あ
た
り
お
礼
の
挨
拶
と

致
し
ま
す
。
本
日
は
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。　
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　２月28日　青果合同総会にて重点振興作物共励会が行われました。高い生産技術により良質・高収量の成果を上
げている生産者を表彰し、その生産実績を周知することにより生産者の作付意欲の向上を求め、重点振興作物の作
付面積維持及び反収量の底上げを図ることを目的として、12名が表彰されました。（生食馬鈴薯は部会開催・加工
馬鈴薯は７月に開催予定）
　表彰者には賞状及び副賞が贈呈されました。

●グリーンアスパラ〈露地〉

●名寄市もち米生産組合
組 合 長
副組合長
　 〃

市　本　豊　幸
横　山　圭　太
高　橋　尚　幹

●麦大豆良質生産協議会
会　  長
副 会 長
　 〃

長谷川　　　隆
永　井　健　一
鷲　田　友　貴

●グリーンアスパラ部会
部 会 長
副部会長
　 〃

水　上　　　治
藤　森　将　二
今　田　正　志

●南瓜部会
部 会 長
副部会長
　 〃

阿　部　　　清
川　崎　忠　一
寺　野　俊　幸

●葉菜部会
部 会 長
副部会長

大　石　一　貴
夏　井　光　明

●うるち米生産組合
組 合 長
副組合長

干　場　和　幸
米　澤　俊　一

●百合根部会
部 会 長 遠　藤　　　寛

●スイートコーン部会
部 会 長
副部会長

清　水　拓　馬
北　野　雅　嗣

●花き生産組合
組 合 長
副組合長

藤　垣　　　修
越　智　昭　男

●西瓜・苺・メロン部会
部 会 長
副部会長

佐　竹　直　人
佐　藤　　　洋

●トマト部会
部 会 長
副部会長

杉　野　　　敦
山　家　智　彦

●ピヤシリアスパラ研究会
会　  長
副 会 長

佐久間　博　之
松　下　祐　司

●なよろ星空雪見法蓮草生産組合
組 合 長
副組合長

神　田　勇一郎
杉　野　　　敦●玉葱部会

部 会 長
副部会長

橋　本　正　弘
清　水　康　史

●食用馬鈴薯生産部会
部 会 長
副部会長

木之内　　　薫
藤　森　将　二

●智恵文種馬鈴薯部会
部 会 長
副部会長

遠　藤　貴　広
越　　　孝　則

●カノコソウ生産組合
組 合 長
副組合長

新　田　　　司
阿　部　和　浩

●ＪＡ道北なよろ酪農部会
部 会 長
副部会長
　 〃

池　田　大　介
田　代　真　一
平　間　孝　宏

●ＪＡ道北なよろ畜肉部会
部 会 長
副部会長

鈴　木　康　裕
鈴　木　英　二

●加工馬鈴薯部会
部 会 長
副部会長

松　下　祐　司
伊　東　浩　次

令和５年度 生産部会（組合） 役　　員

部　長

副部長

副部長

JA道北なよろ
青年部本部

JA道北なよろ
青年部風連支部

JA道北なよろ
青年部名寄支部

JA道北なよろ
青年部智恵文支部

JA道北なよろ
農民連盟青年部

部　長

副部長

副部長

監　事

監　事

監　事

JA道北なよろ
女性部本部

JA道北なよろ
女性部風連支部

JA道北なよろ
女性部智恵文支部

JA道北なよろ
女性部名寄支部

阿部　やよい（副部長）
住田　美紀（部長）
矢吹　祐子（副部長）

後列左から 前列左から
三浦　雅美（監事）
柿川　美枝（監事）
中野　寿子（監事）

木之内　悟（副部長）
高橋　拓也（部長）
佐藤　拓也（副部長）

後列左から 前列左から
宗万　恵一（会計）
小泉　優人（監事）
大出　崇博（監事）
山本　誠（顧問）

高橋  拓也

佐藤  拓也

木之内  悟

宗万  恵一

大出  崇博

小泉  優人

山本     誠

会　計

監　事

監　事

顧　問

山崎     克

平澤  宏幸

久保  隆文

佐藤  宏樹

平間  京太

岩崎  雄太

南原  一幾武田  明大
執行委員長

山本  拓摩
副執行委員長

柿川  慎哉
理　事  山崎  瑞城
理　事  阿部  俊幸
理　事  示沢  祐太

書記長

安達  康治
会計監査

川原  久文
会計監査

山本  大雅
監　事

市本  勇介
監　事

山口  佑馬
会　計

山本  　誠
監　事

菊地  高誌
監　事

住田  美紀

矢吹  祐子

阿部  やよい

柿川  美枝

中野  寿子

三浦  雅美

柿川  美枝

清水  ルミ 清水  恵子

花井  末永光

住田  美紀 矢吹  祐子
支部長

中野  寿子
副支部長

菅野  真記子

阿部  やよい
支部長

三浦  雅美
副支部長

支部長

副支部長

令和４年産 JA道北なよろ 重点振興作物共励会 令和５年度  青 年 部 新 役 員

令和５年度  女 性 部 新 役 員

令和4年産　作物別優績者一覧

〈作付面積80ａ以上〉
最優秀賞……松本　和俊
優 秀 賞……柴崎　富雄

〈作付面積80ａ未満〉
最優秀賞……吉田　和彦
優 秀 賞……泉　　繁一

●生食スイートコーン〈イエロー種〉

〈作付面積200ａ以上〉
最優秀賞……南原　一幾
優 秀 賞……越　　孝則

〈作付面積200ａ未満〉
最優秀賞……小川　健二
優 秀 賞……奥山　茂雄

●生食南瓜（晩成）〈うらら・えびす〉

最優秀賞……藤森　将二
優 秀 賞……泉　　繁一

●生食南瓜（早生）〈味早太・味平〉

最優秀賞……田中　勝美
優 秀 賞……飯塚　明夫
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職員紹介
　令和5年度定期異動がありましたので広報誌面にて職員紹介をさせて頂きます。職員一同気持ち
も新たに精進して参りますので組合員の皆様におかれましては今後とも宜しくお願い致します。

石山　健一 宗片　浩樹（課長） 野原　格子（監査室長）

なよろ
地域づくり事業
協同組合

寺田　勝志（嘱託）

参　事 監査室

斉藤　宏浩

総務部長

総務部（総務課・審査課）

金融共済部

金融課

奈良　日愛（係）
渡辺　久留充（係）
山添　実咲（係）
杉澤　柚奈（係）

早坂　典晃（係）
多田　義明（課長）
三木　友美（係長）
樫谷　瑞稀（係）

共済課

小松　真紀（係長）
阿部　里歩（係）
前澤　優南（臨時）

齊藤　巧（係）
齋藤　将（課長）
奥山　凌（係）

平島　久美子（総務主任）
石崎　海玖（総務係兼審査係）
山岸　奈 （々総務係）

山崎　賢一（総務課長補佐）
林　龍一（総務課長）
秋葉　哲哉（審査課長）
榮　維民（総務係長）

前列左から

後列左から

後列左から 前列左から 後列左から 前列左から

名寄支所 金融共済課

屋敷　彩香（臨時）
小泉　紀子（係）
渡邉　ゆうこ（主任）
西野　悠子（主任）

今田　正人（係長）
藤原　雄一
　　　（支所長兼課長）
河西　伸拓（係長）

智恵文支所 金融共済課

斉藤　萌（係）
柴崎　梓（係）
岡田　香織（係）

髙岩　諭（支所長兼課長）
薄井　順也（係長）

後列左から 前列左から 後列左から 前列左から

奥山　克志

部　長
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営農販売部 営農販売部

青果課

畜産課
後列左から 前列左から

齋藤　祐次
（営農販売部付次長）
（らくみらんど㈱出向）　

らくみらんど(株) 酪農ヘルパー

名寄資源保全広域協定

左から
山田　司（臨時）
清水　隆司（臨時）
津野　大将（臨時）

左から
山田　千早
　　　（臨時）
佐藤　富雄
　　　（臨時）
駒崎　一男
　　　（臨時）　

名寄市農業振興センター
左から
神野　律子
　　　（臨時）
又村　明仁
　　　（嘱託）

菊池　真悟
　　　（課長補佐）
遠藤　政文（課長）
竹内　謙太（係長）

後列左から 前列左から
岡田　祐輝（係）
鈴木　希美（係）
金住　絵理（主任）
久保　絹代（係）
村上　慎吾（係）

佐藤　昌規

部　長 営農課

藤原　武憲

営農販売部次長
兼 営農センター長

農産課

営農センター 営農課

津志田　雛（営農係兼農産係）
前澤　　匠（営農係兼農産係）

森重　晶太（課長補佐）
佐々木拓也（課長）
眞坂さおり（主任）

後列左から 前列左から

西浦　雅彦（農産係）
近藤　恭平（係長）
篠崎　英和（課長）
白井　崇睦（課長補佐）
本田　晴美（係長）
堀江　高充（主任）

後列左から

前列左から

大山　真白（農産係兼営農係）
類瀬　尚利（農産係兼営農係）
塩入　稜太（農産係兼営農係）
青木　龍星（農産係兼営農係）
我妻　年彦（臨時）
黒川三知代（農産係兼営農係）

川上　晶弘（係長）
高橋　邦彦（課長）
泉谷　真由美（課長補佐）

後列左から

前列左から

齋藤　雅也（係）
楽山　翔也（係）
類瀬　朋子（係）
及川　弘志（係）
清水　健司（係）

出原　大地（技師）
堀　貴広（課長）
松井　美恵（臨時）

井川　大介（係）
鷲見　鎮（係）
本山　達也（臨時）
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名寄支所 購買課

滋野　文枝（係）
沼田　拓也（係）
荒瀬　いすず（嘱託）

井上　誠（課長）
吉田　敬志（次長）
小山　文功（係長）

名寄支所 燃料課（名寄スタンド）

濱田　　賢（臨時）
佐藤　義樹（臨時）

北明　靖憲（係長）
遠藤　美里（臨時）

後列左から 前列左から 後列左から 前列左から

智恵文支所 購買課・燃料課

成田　利昭（嘱託）
佐藤　雅樹（嘱託）

今村　健司（課長）
山本　将行（主任）
小柳　照美（臨時）

智恵文支所 農機車輌課
（智恵文メカニックセンター）

原田　　実（臨時）
中園　将史（係）
山本　直樹（係）

後列左から 前列左から

購買部 購買部

安達　秀一

部　長 資材課

燃料課（風連給油所）

農機車輌課（風連課メカニックセンター）

花岡　益代（臨時）
槙田　颯汰（係）
吉田　大（係）
松木　弘治（臨時）

渡辺　真弓（主任）
中村　龍矢（係長）
仁木　康裕（課長）
八巻　好穂子（主任）

後列左から

前列左から

西原　健一（係）
酒井　浩（課長）
結城　考哉（係）

後列左から

前列左から

川田　美由紀（臨時）
稲田　正人（臨時）
中野　茂（臨時）

佐藤　直樹（係）
杉野　航太（係長）
舟山　利昭（課長）
松田　祐司（主任）
今村　隆之（主任）

後列左から

前列左から

鈴木　直人（係）
石戸谷　敏明（係長）
枝　明宏（係長）
関口　義則（係）
菅原　麻依（主任）
加藤　美穂（臨時）

左から
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新入職員紹介

杉澤　柚奈
すぎさわ　  ゆずな

●所属：金融共済部金融課金融係
●出身地：名寄市
●生年月日：2004年8月30日
●最終学歴：下川商業高等学校
●特技または趣味：音楽を聴くこと、バレー
ボール
●将来の夢：毎日元気に明るく過ごしていき
たいです。
●組合員に向けて一言：社会人1年目で緊張
と不安でいっぱいですが、それ以上にわくわ
くがあります。はじめは不慣れで未熟で迷惑
をかけることもあると思いますが、一日でも
早く皆さんと
馴 染 め る よ
う、一生懸命
頑張っていき
ます！立派な
JA職員になり
ます！

（18歳）

金融共済部

槙田　颯汰
まきた　　そうた

●所属：購買部資材課資材係
●出身地：名寄市
●生年月日：2004年2月26日
●最終学歴：ＪＡカレッジ
●特技または趣味：野球をすること
●将来の夢：みんなから信頼されるＪＡ職員
になること
●組合員に向けて一言：昨年度はＪＡカレッ
ジで様々なことを学んできました。そこで培
ったものを活かして粘り強く頑張っていきま
す。
さらに、私は小学校から今まで野球でピッチ
ャーとして頑張ってきました。ストレートが
得意だったの
で、そのスト
レートのよう
に目標に向か
って一生懸命
努力していき
ます。

（19歳）

購買部

①新入職員にこの１年間学ん
でほしいことは何ですか。
　1年目は緊張することも多
く、仕事に慣れるまで時間も
かかることと思いますが、一
社会人として挨拶などの基本
的な礼儀やビジネスマナーと責任感を持つことの大切さ
を意識し、やる気を持って行動すること、そして、失敗を
恐れずに「失敗から学ぶ成功」も必ずあるということを学
んでいってほしいですね。
　

②この１年間大切にしてほしいことは何ですか。
　仕事をする上で職場のチームワークを築くことが一番
大切であると感じています。
職場の結束力と仕事への満足度が高まれば、職場内の
それぞれメンバーのモチベーション向上にもつながりま
すので。
　そこで、重要なのは「会話」と「報連相（報告・連絡・相
談）」を常に意識して、コミュニケーションを取りやすい環
境にすることが大切であると実感しているところですね。
　　

③部長が仕事をするうえで大切にしていることは何ですか。
　責任感を持つこと、コミュニケーションを取りやすい環
境にすることなどなど・・・語ってきましたが、お客様や職
場メンバーに対し自分の中で心掛けていることは、他人
を思いやる心を持ち相手の立場に寄り添って細かな心
配りをすることと、不安な気持ちにさせないことなど・・・
ですかね。
　　

④新入職員２名に一言お願いします。
　はじめは分からないことがあるのは当たり前です。難
しいと感じることがあっても、乗り越えた先にはきっと新
たな世界が広がることと思いますし、必ず結果が見えて
きます。
大事なのは「何としてもやり遂げる」と決意を決め簡単に
あきらめないことと、もう一つは周りを頼ることです。
皆さんに明るく前向きに社会人としてのスタートをきれ
るよう出来る限りのサポートをしていきます。これからは
共に頑張っていきましょう。

①新入職員にこの１年間学
んでほしいことは何ですか。
　組合員の顔と名前を覚
えていただき、業務に必要
なスキル・知識を習得して
組合員対応に活かして欲しいです。
　組合員の皆様、どうぞよろしくお願い致します。
　

②この１年間大切にしてほしいことは何ですか。
　職場等でのコミュニケーション・協調性を大切にし、元
気な挨拶を心がけて欲しいです。

③期待していることは何ですか。
　自ら率先して行動出来る職員になって欲しいです。
　　

④部長が仕事をするうえで大切にしていることは何ですか。
　整理・整頓を心がけています。
　　

⑤新入職員２名に一言お願いします。
　何もかもわからない事ばかりで戸惑う事もあるかと思
いますが、先輩方に教えて頂きながら業務に励んで下さ
い。

新入職員へおくるインタビュー

金融部長　奥山　克志

購買部長　安達　秀一

農業近代化資金
農機具購入・施設資金等幅広い資金使途でご利用可能。
非常に低い実質負担金利でご利用いただける資金です。

JAフルスペックローン

ＪＡ農業経営ステップアップローン ~その1~

幅広い用途に対応！
他社農機具資金の借換にも対応しております。

農業経営に必要な設備資金・運転資金（１年以上）に対応。
農業経営の効率化・大型化・高度化等をご支援いたします！

農業関係資金のご案内

道の利子補給に対する予算上限が決まっております。お申込みいただいた時点で予算上限に達している場合もございますのでご了承ください。
融資枠を確保してからのお手続きとなりますので、ご利用の際は余裕をもってお申込みください。

等々農機具購入 格納庫建設 ハウス導入 発電機導入 他社農機具
ローン借換

★
★
4年目以降は基準金利でのご融資となります。
農機具機械等購入が当ＪＡメカニック経由の場合は、基準金利より△0.20％引き下げします。

★ご融資期間は15年以内です。（耐用年数を勘案）
★ご融資金額は200,000千円以内 です。（資金使途の範囲内）
★原則、北海道農業信用基金協会の保証をご利用いただける方を対象といたします。保証料はお客様負担となります。（保証料率年0.4％）
★100万円未満のお借入の場合は、基準金利での貸付となります。

借入期間：15 年以内  基準金利：年2.00％

当初3年間（固定金利）

1.20%年

当初3年間は
利子補給有！

農  地  取  得

★ご融資期間は最長7年～15年以内です。（資金使途によって異なる）
★ご融資金額は個人18,000千円以内、  法人 36,000千円以内 です。（資金使途の範囲内）
★原則、北海道農業信用基金協会の保証をご利用いただける方を対象といたします。保証料はお客様負担となります。
（保証料率　年0.2％～0.3％）
★原則として農業経営改善計画書に計画している機械・施設の導入等が対象となります。

基準金利：年2.25％ （R5.3.20現在。金利は変動しますが、お申込時から
ご融資実行までの最も低い金利を適用いたします。）

６年目以降

年無利子 0.55%
当初5年間

等々農機具購入 施設資金 果樹等植栽
育成資金 家畜購入

★4年目以降は基準金利でのご融資となります。　★ご融資期間は25年以内です。（耐用年数を勘案）
★ご融資金額は200,000千円以内 です。（資金使途の範囲内）
★原則、北海道農業信用基金協会の保証をご利用いただける方を対象といたします。保証料はお客様負担となります。（保証料率年0.4％）
★100万円未満のお借入の場合は、基準金利での貸付となります。

～

借入期間：25 年以内  基準金利：年0.80％

当初3年間（固定金利）

0.20%年

当初3年間は
利子補給有！

ＪＡ農業経営ステップアップローン ~その2~
農業経営に必要な設備資金・運転資金（１年以上）に対応。
農業経営の効率化・大型化・高度化等をご支援いたします！

条件が合えばさらにお得な金利もご用意しております。詳細は25ページをご覧ください。

★4年目以降は基準金利でのご融資となります。　★ご融資期間は25年以内です。（耐用年数を勘案）
★ご融資金額は200,000千円以内 です。（資金使途の範囲内）
★原則、北海道農業信用基金協会の保証をご利用いただける方を対象といたします。保証料はお客様負担となります。（保証料率年0.4％）
★100万円未満のお借入の場合は、基準金利での貸付となります。

借入期間：25 年以内  基準金利：年2.00％

当初3年間（固定金利）

1.20%年

当初3年間は
利子補給有！

等々施設資金 土地改良
資金家畜購入

条件が合えばさらにお得な金利もご用意しております。詳細は25ページをご覧ください。

金融課からのお知らせ
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農業近代化資金
農機具購入・施設資金等幅広い資金使途でご利用可能。
非常に低い実質負担金利でご利用いただける資金です。

JAフルスペックローン

ＪＡ農業経営ステップアップローン ~その1~

幅広い用途に対応！
他社農機具資金の借換にも対応しております。

農業経営に必要な設備資金・運転資金（１年以上）に対応。
農業経営の効率化・大型化・高度化等をご支援いたします！

農業関係資金のご案内

道の利子補給に対する予算上限が決まっております。お申込みいただいた時点で予算上限に達している場合もございますのでご了承ください。
融資枠を確保してからのお手続きとなりますので、ご利用の際は余裕をもってお申込みください。

等々農機具購入 格納庫建設 ハウス導入 発電機導入 他社農機具
ローン借換

★
★
4年目以降は基準金利でのご融資となります。
農機具機械等購入が当ＪＡメカニック経由の場合は、基準金利より△0.20％引き下げします。

★ご融資期間は15年以内です。（耐用年数を勘案）
★ご融資金額は200,000千円以内 です。（資金使途の範囲内）
★原則、北海道農業信用基金協会の保証をご利用いただける方を対象といたします。保証料はお客様負担となります。（保証料率年0.4％）
★100万円未満のお借入の場合は、基準金利での貸付となります。

借入期間：15 年以内  基準金利：年2.00％

当初3年間（固定金利）

1.20%年

当初3年間は
利子補給有！

農  地  取  得

★ご融資期間は最長7年～15年以内です。（資金使途によって異なる）
★ご融資金額は個人18,000千円以内、  法人 36,000千円以内 です。（資金使途の範囲内）
★原則、北海道農業信用基金協会の保証をご利用いただける方を対象といたします。保証料はお客様負担となります。
（保証料率　年0.2％～0.3％）
★原則として農業経営改善計画書に計画している機械・施設の導入等が対象となります。

基準金利：年2.25％ （R5.3.20現在。金利は変動しますが、お申込時から
ご融資実行までの最も低い金利を適用いたします。）

６年目以降

年無利子 0.55%
当初5年間

等々農機具購入 施設資金 果樹等植栽
育成資金 家畜購入

★4年目以降は基準金利でのご融資となります。　★ご融資期間は25年以内です。（耐用年数を勘案）
★ご融資金額は200,000千円以内 です。（資金使途の範囲内）
★原則、北海道農業信用基金協会の保証をご利用いただける方を対象といたします。保証料はお客様負担となります。（保証料率年0.4％）
★100万円未満のお借入の場合は、基準金利での貸付となります。

～

借入期間：25 年以内  基準金利：年0.80％

当初3年間（固定金利）

0.20%年

当初3年間は
利子補給有！

ＪＡ農業経営ステップアップローン ~その2~
農業経営に必要な設備資金・運転資金（１年以上）に対応。
農業経営の効率化・大型化・高度化等をご支援いたします！

条件が合えばさらにお得な金利もご用意しております。詳細は25ページをご覧ください。

★4年目以降は基準金利でのご融資となります。　★ご融資期間は25年以内です。（耐用年数を勘案）
★ご融資金額は200,000千円以内 です。（資金使途の範囲内）
★原則、北海道農業信用基金協会の保証をご利用いただける方を対象といたします。保証料はお客様負担となります。（保証料率年0.4％）
★100万円未満のお借入の場合は、基準金利での貸付となります。

借入期間：25 年以内  基準金利：年2.00％

当初3年間（固定金利）

1.20%年

当初3年間は
利子補給有！

等々施設資金 土地改良
資金家畜購入

条件が合えばさらにお得な金利もご用意しております。詳細は25ページをご覧ください。

金融共済部より重要なお知らせ

詳しくは各支所金融課相談窓口までお気軽にご相談ください。

お得な金利をご紹介！期間限定 要件あり

対象商品

対象期間

借入期間

借入金額

JAフルスペックローン（借換資金除く）
JA農業経営ステップアップローン（土地取得資金を除く）

令和4年6月1日～令和6年12月31日までの新規実行案件

5年以内

1,000千円以上10,000千円以内

上記の要件すべてに該当する案件

借入期間内（固定金利）

★ 象対を方るけだたい用利ごを証保の会協金基用信業農道海北、則原 
とします。保証料はお客様負担となります。（保証料率 年0.4％）
★同一人による申請は、各年度ごと1案件に限ります。
　（年度は1月～12月です）

相談窓口一覧 店舗名 住所 電話番号

本所 名寄市風連町本町62番地 01655-3-2521

名寄支所 名寄市大通南4丁目10番地 01654-2-4531

智恵文支所

金融共済部金融課

金融共済課

金融共済課 名寄市字智恵文11線北3番地 01654-8-2111

0.80%年

第5次地域農業振興計画に基づき令和5年4月より農業資金から生活資金までの融資業務を金
融課にて相談から実行まで一元化を実施致します。
今後も組合員の利便性や農業資金ニーズに的確な対応に努めて参ります。

　当ＪＡが「北海道信用事業優績ＪＡ表彰選定基準」における
重点推進項目において優秀な成果を収めたことから、ＪＡ北
海道信連から「重点推進項目表彰ＪＡ」として表彰状が授与さ
れました。
　優績ＪＡ「総合表彰」の選定基準は、全道９８ＪＡ対象とする中
で重点推進項目（ＪＡバンクローン新規貸付、年金口座獲得な
ど）のポイントランキング上位を表彰するもので、当ＪＡはＪＡ
バンクローン部門において全道２位の成績で表彰されまし
た。今後も地域に貢献できるＪＡバンクとして利用される皆様
の安定的な資金調達と良質な金融サービスに努め、多様な
資金ニーズに対し適切な資金対応に取り組んで参ります

令和４年度　北海道信用事業優績ＪＡの表彰状授与

金融課からのお知らせ金融課からのお知らせ
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４
月
７
日
、智
恵
文
支
所
大

会
議
室
に
て
外
国
人
技
能
実

習
生
受
入
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
、智
恵
文
地
区
２
戸

の
受
入
農
家
に
お
い
て
農
業
技

能
実
習
生
４
名
で
受
入
を
致
し

ま
し
た
。

　

入
国
か
ら
約
１
ヶ
月
の
間

に
日
本
の
文
化
、風
土
、習
慣・

ル
ー
ル
そ
し
て
日
本
の
農
業
を

学
び
つ
つ
、日
本
語
を
学
習
し

そ
の
後
、各
受
入
農
家
で
実
習

を
行
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
や
、

生
活
の
場
で
お
世
話
に
な
る
機

会
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

温
か
い
応
援
を
是
非
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
式

上川農業改良普及センター名寄支所 活動体制

　上川農業改良普及センター名寄支所では、4月1日の人事異動により、新たな活動 体制とな
りましたのでお知らせします。

転出者

転入者

お世話になりました

よろしくお願いします

支所長　　木村　　恵
地域係長　平山　敦樹

主査　越智　千尋
専普　小板　周平

人事異動のお知らせ

支所長　小泉　滋二・地域係長　風間　基充・普及職員　小野　卓哉支所長　小泉　滋二・地域係長　風間　基充・普及職員　小野　卓哉

区　分 責任者 担当者 備　考

地域班 地域係 風間係長
久保専普、山本普指
吉岡普指、小野普指
後藤主査、鴨下主査

名寄市区域

広域班

主査
(畜産) 後藤主査

名寄支所
上川北部支所
の地区

主査
(園芸) 鴨下主査

名寄支所 
士別支所 
上川北部支所 
の地区

小泉支所長

　

２
月
６
日
、グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
協
議
会（
会
長
水
間
健
詞
）定
期

総
会
の
中
で
令
和
４
年
度
北
海
道
農

業
士
と
し
て
道
よ
り
新
た
に
認
定
さ

れ
た
５
名
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、農
協

村
上
清
専
務
を
訪
れ
認
定
の
報
告
を

致
し
ま
し
た
。北
海
道
指
導
農
業
士

制
度
は
、次
代
の
農
業
の
担
い
手
の
育

成
指
導
や
地
域
農
業
の
振
興
な
ど
に

対
す
る
助
言
や
協
力
を
行
う
優
れ
た

農
業
者
の
活
動
を
助
長
す
る
こ
と
を

目
的
に
昭
和
46
年
に
創
設
さ
れ
た
も

の
で
、経
営
実
績
が
優
れ
、か
つ
、担
い

手
の
育
成
に
強
い
熱
意
と
指
導
性
が

あ
り
、よ
り
高
度
な
能
力
を
有
し
、指

揮
性
を
発
揮
す
る
農
業
者
に
付
与
さ

れ
る
称
号
で
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
農
業
者
を

市
町
村
長
の
推
薦
に
よ
り
知
事
が
認

定
し
て
お
り
、現
在
名
寄
市
に
は
、指

導
農
業
士
14
名
、農
業
士
37
名
が
お

り
、地
域
の
農
業
経
営
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も
地
域

農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
度　
北
海
道
農
業
士
称
号
認
定

▲後列左から
　水間健詞会長、杉野敦さん、遠藤寛さん、村上清専務
▲前列左から
　佐藤慎也さん、林慶三さん、佐藤昭浩さん
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理事会の経過 理事会の経過

一
、
出
資
金
減
口
の
申
出
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
、
出
資
金
持
分
譲
渡
の
申
出
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
与
信
残
高
四
千
万
円
超
へ
の
貸

付
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

一
、
定
例
監
査
講
評
に
つ
い
て

　
　
　
監
事
会
報
告
通
り
決
定

二
、
令
和
五
年
度
内
部
監
査
計
画
に

つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
固
定
資
産
（
防
衛
施
設
事
業
）

に
係
る
賃
貸
契
約
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

四
、
道
常
例
検
査
に
係
る
回
答
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

五
、
リ
ス
ク
評
価
書
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

六
、
組
合
員
資
格
審
査
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

七
、
令
和
五
年
度
役
員
報
酬
審
議
会

委
員
の
委
嘱
お
よ
び
諮
問
額
に

つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

八
、
令
和
五
年
度
信
用
供
与
等
の
限

度
額
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

九
、
令
和
五
年
度
理
事
に
対
す
る
貯

金
担
保
貸
付
金
お
よ
び
共
済
担

保
貸
付
金
の
包
括
事
前
承
認
に

つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
、
種
馬
鈴
薯
生
産
安
定
基
金
制
度

規
約
の
改
正
お
よ
び
安
定
基
金

の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
一
、
決
算
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

一
、
自
己
査
定
監
査
講
評
に
つ
い
て

　
　
　
監
事
会
報
告
通
り
決
定

二
、
令
和
五
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
定
に
つ
い

て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
目
的
積
立
金
の
取
崩
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

四
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
貸
付
）

に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

［
協
議
事
項
］

一
、
令
和
四
年
度
剰
余
金
処
分
（
案
）

に
つ
い
て

一
、
役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
、
令
和
四
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
令
和
四
年
度
決
算
監
査
に
つ
い

て

　
　
　
監
事
会
報
告
通
り
決
定

四
、
み
の
り
監
査
法
人
期
末
監
査
に

つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

五
、
令
和
五
年
度
経
営
定
期
点
検
実

施
計
画
書
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

六
、
令
和
五
年
度
固
定
資
産
取
得
及

び
処
分
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

七
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
貸
付
）

併
せ
て
与
信
残
高
四
千
万
円
超

へ
の
貸
付
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

八
、
与
信
残
高
四
千
万
円
超
へ
の
貸

付
に
係
る
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

九
、　 

令
和
五
年
度
不
良
債
権
の
処

理
方
針
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
、　 

理
事
と
の
買
取
販
売
取
引
の

包
括
的
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
一
、
賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
二
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画
の
設

定
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
三
、
第
五
次
地
域
農
業
振
興
計
画

の
設
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
四
、
第
五
次
中
期
経
営
計
画
の
設

定
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
五
、
第
十
八
回
通
常
総
代
会
の
開

催
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
六
、
第
十
八
回
通
常
総
代
会
参
考

書
類
（
議
案
の
概
要
）
の
記

載
事
項
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
七
、
議
決
権
行
使
書
面
の
行
使
権

限
及
び
行
使
に
あ
た
っ
て
の

留
意
事
項
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
八
、
ら
く
み
ら
ん
ど
（
株
）
令
和

五
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に

つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
九
、
機
構
改
革
に
つ
い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
十
、
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
　
　
　
提
案
通
り
決
定

［
協
議
事
項
］

一
、　 

地
区
別
懇
談
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

一
、　 

道
常
例
検
査
に
係
る
回
答
に

つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
、　 

令
和
四
年
度
業
務
報
告
書
の

行
政
庁
提
出
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、　 

令
和
五
年
度
余
裕
金
運
用
に

つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

四
、 　
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に

つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

五
、　 

機
構
改
革
に
伴
う
規
程
の
改

正
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

六
、　 

第
五
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・

中
期
経
営
計
画
推
進
委
員
会

の
設
置
お
よ
び
推
進
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

　
　
　

 

提
案
通
り
決
定

七
、　 
役
員
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

［
協
議
事
項
］

一
、　 

令
和
五
年
度
役
員
研
修
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

理
事
会
の
経
過

第
十
一
回
定
例
理
事
会

開
催
日
　
十
二
月
二
十
日

第
十
二
回
定
例
理
事
会

開
催
日
　
一
月
二
十
六
日

令
和
五
年
度

第
一
回
定
例
理
事
会

開
催
日
　
二
月
十
七
日

第
二
回
定
例
理
事
会

開
催
日
　
三
月
二
十
四
日

第
三
回
定
例
理
事
会

開
催
日
　
四
月
十
一
日

12月 15日 第3回経営改善特別対策委員会
16日・19日 地区別懇談会

19日 第7回経済委員会
20日 第11回定例理事会

令和5年
1月 25日 第8回経済委員会

25日 第7回総務委員会
26日 第12回定例理事会
31日 決算棚卸監査

2月 8日～10日 みのり監査法人期中監
13日～14日 自己査定監査

14日 第1回経済委員会
16日 第1回総務委員会
17日 第1回定例理事会

20日～24日 みのり監査法人期末監査
27日～3月3日 決算監査

3月 9日 第1回経営改善特別対策委員会
20日 第2回経済委員会
22日 第2回総務委員会
24日 第2回定例理事会

4月 4日～5日 地区別懇談会
11日 第18回通常総代会
11日 第3回定例理事会

JAのあゆみJAのあゆみ

職
員
の
動
き〈
退
職
者
〉

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

佐
藤
　
雅
樹
　
令
和
５
年
３
月
31
日　

智
恵
文
支
所
購
買
課
資
材
係
係
長 

兼 

購
買

部
燃
料
課
給
油
所
係
係
長（
智
恵
文
担
当
）

（
引
き
続
き
智
恵
文
支
所
購
買
課
に
て
勤
務
い

た
し
ま
す
）
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ICT農業研究会名寄地域

　風連地区・名寄地区・智恵文地区の109名が所属。主に現地
講習会や学習会を中心に開き、新しい機器の情報共有や圃場
のデータ化などを行い、農産物の質と収量・栽培環境の向上を
目指しています。

　名寄地域ICT農業研究会は設立8年
目を迎え、会員数109名で活動してい
ます。
　当研究会は労働力不足解消、作業の
省力化、生産性の向上を目的にRTK基
準基地局の導入からスタートしました。
初年度は１６名からのスタートでしたが、
トラクター・田植え機のRTK自動操舵
の現地講習会等を行い、RTK基地局の
利用者数も年々増加しています。
　近年では、国のスマート農業関連の事業の後押しもあり、
RTK自動操舵、農業用散布ドローンの保有台数は道内でも有
数の地区となりました。
　研究会の強みは情報共有にあると思っています。講習会・
座談会を開催し、使用している機械や新しい技術に対して意
見交換・情報共有をすることにより、ICT機器を導入しやすい
環境になっているのだと思います
　ICT農業技術は日々進化しています。研究会としても地域
性に沿った技術を取り入れていくために、今後も情報発信・情
報共有をしていきたいと思います。

会　長
藤森　将二

■圃場講習会、座談会
■視察研修
■センシングドローンを活用した
生育調査、圃場図データ化の
検証

今年の主な活動

■RTK基準基地局の環境整備（Ｒ
ＴＫガイダンス、RTK自動操舵）
■ICT農業技術導入効果の検証
■ICT農業の普及に向けた研修、
講習会の実施

■センシングドローンを活用した
生育調査、圃場図データ化の
検証

藤森　将二
花井　信雄
林　　慶三
島井　勝久
斉藤　広剛
佐竹　直人

部会長

副会長

副会長

会　計

監　事

監　事

ＩＣＴ研究会役員

令和４年１１月に
行われた

現地講習会の様子

重点取り組み事項

会員数　109名

メメカカニニッッククセセンンタターーかかららののおお知知ららせせ  
  

●●各各種種車車輌輌販販売売    ●●車車検検整整備備  
●農農 機機 具具 販販 売売      ●●農農機機具具修修理理・・整整備備  

  

はは、、メメカカニニッッククセセンンタターーへへごご用用命命くくだだささいい。。 
 
   メカニックセンターでは、各各種種新新車車・・中中古古車車・・各各農農機機具具の取り扱いをしております。ご希望に

合ったお車や農機具を満足頂ける価格でご提供しますので、お気軽にご相談下さい。 

また、中古農機情報サイトアアルルーーダダでは、多種多様な優良農業機械を多数掲載しております。 

皆様の中古農機探しを応援！ 中古農機の出品も受け付けておりますのでお問合せ下さい。 

 
  

風風連連メメカカニニッッククセセンンタターー  自自動動車車・・小小農農具具展展示示会会のの開開催催！！！！  

  
開開催催日日時時::  66 月月 99 日日((金金))  99：：0000～～1155：：3300  

開開催催場場所所::    ＪＪＡＡ道道北北ななよよろろ  風風連連メメカカニニッッククセセンンタターー  

（（名名寄寄市市風風連連町町仲仲町町 99--1155））  

〇〇出出展展品品  

 新車・中古車・刈払機等     

○○出出展展販販社社  

 各自動車メーカー スズキ、ダイハツ、ホクレン油機サービス㈱ 

    ㈱長谷川熊吉商店、㈱篠原商事 

                         皆皆様様ののおお越越ししををおお待待ちちししてておおりりまますす！！  

 

 

 

「「アアルルーーダダ士士別別」」ササママーーフフェェアアのの開開催催ににつついいてて  

開開催催日日時時：：  66 月月 1166 日日((金金))  1100：：0000～～1155：：0000  

開開催催場場所所：：  ＪＪＡＡ北北ひひびびきき中中古古農農機機常常設設展展示示場場  

（（士士別別市市大大通通東東 2200 丁丁目目 447722 番番地地 2255））  

                  ※※部部品品・・小小農農具具展展示示会会もも合合同同開開催催ととななっってておおりりまますす。。  

  
  

ＪＪＡＡ道道北北ななよよろろ    本本所所メメカカニニッッククセセンンタターー          ＴＴＥＥＬＬ００１１６６５５５５－－３３－－２２１１６６８８    

                        智智恵恵文文支支所所メメカカニニッッククセセンンタターー    ＴＴＥＥＬＬ００１１６６５５４４－－８８－－２２１１１１４４ 

 

No.61 30広報JA道北なよろ　2023年 春号31 No.61 広報JA道北なよろ　2023年 春号



名寄市国民健康保険 人間ドック等費用助成について

（１）満30歳以上の方
（２）名寄市国民健康保険の加入期間が、過去10年間で１年以上ある方。または、名寄市国保に

10か月以上継続して加入し、かつ通算して１年以上の加入が見込まれる方
（３）名寄市国民健康保険税の滞納がない世帯の方
（４）今年度内に、保健センター等で実施する「特定健診（健康診査）」を受診しない方

1　助成対象となる方【(１)～(４)のすべてを満たす方】

（１）	国民健康保険人間ドック・脳ドック助成交付申請（請求）書（様式第１号）
（２）	領収書
（３）	明細書
（４）	問診票の写し
（５）	検査結果の写し

2　申請に必要な書類 (農協よりドック申込みされた方には精算後すべて郵送致します)

（１）	助成は年度内(４月～翌年３月受診)に１回です。
　  必要書類が揃いましたら、速やかに手続きをお願いします。

（２）	保健センターで実施する｢特定健診（健康診査）｣との重複受診はできませんのでご注意く
ださい。

（３）	受診結果は特定健診を受診したこととして扱い、受診結果により保健指導をご案内します。

3　その他

※旭川厚生病院で人間ドックを受けた方は、検査結果が病院より直
接市へ送付されるため、問診票と結果票の提出は不要です。

　名寄市国民健康保険に加入している30歳以上の方が人間ドックを受けた
場合、市役所国保窓口への申請により、名寄市から費用の３分の２を助成して
おります。
　ＪＡからの助成金につきましては、正組合員とそのご家族の方へ精算時に
自動助成しております。
〔令和５年度４月より　１名につき5,000円〕 ※国保・健保問わず一律

　名寄市申請助成の対象条件及び申請に必要な書類は次のとおりです。
　なお、オプション検診については、一部助成対象外となります。

　平成３０年度より上部消化管（胃・食道・十二指腸球部位）検査方法について胃バリウム、または
胃内視鏡（胃カメラ）が選択できるようになりました。
　ただし、胃カメラを選択された場合、３，３００円（税込）の差額料金がかかります。また、胃カメラ
は助成対象外です。

旭川厚生病院の人間ドックを受診予定の方へ

30歳～74歳の国保加入の方　
40歳～74歳の方は5月末に送付いたします受診券を必ず旭川厚生病院へお持ちください。
●人間ドック費用のうち特定健診費用分(7,150円)が自動助成されるため、窓口負担が軽減されます。
　なお、自動助成の対象は人間ドック受診時に国保加入の方です。通算加入年数は影響しません。
●自動助成の金額は、特定健診における詳細健診が発生した場合、増額となることがあります。
●国保の人間ドック助成（2/3助成）の有無に関わらず、受診結果は特定健診を受診したこととして扱い、

受診結果により保健指導をご案内します。

75歳以上の方　
●人間ドック費用のうち健康診査費用分（7,150円）が自動助成されるため、窓口負担が軽減されます。
●自動助成の金額は、特定健診における詳細健診が発生した場合、増額となることがあります。
●人間ドック受診時に７５歳以上の方は人間ドックの助成（2/3助成）はありません。
●受診結果は特定健診を受診したこととして扱い、受診結果により保健指導をご案内します。

〒096-8686 名寄市大通南1丁目 名寄市役所 市民課医療年金係 
TEL（01654）3-2111（内線3116）

ＪＡ道北なよろ ～人間ドック日程のご案内～

■本所 （01655）3-2521　■営農センター （01654）3-4307

予約取り纏め時期になりましたら、全戸ＦＡＸにてご案内致します。
日頃の健康管理、病気の早期発見･治療の為にも、ぜひ人間ドックの受診をご検討下さい。
担当窓口は営農課です。お気軽に、ご相談･お問い合わせ下さい。

男　性
令和5年11月15日(水) 定員35名

令和6年  2月  2日(金) 定員25名

女　性
令和5年10月12日(木) 定員25名

令和5年11月16日(木) 定員20名

令和6年  2月  1日(木) 定員20名
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クロスワードクロスワード／声の広場

動物の雑学クロス
知るほど

好きになる！？

１　
オ
シ
ド
リ
は
仲
の
よ
い
○
○
○
に

た
と
え
ら
れ
ま
す
が
、実
は
冬
ご

と
に
相
手
を
替
え
ま
す
。

２　
別
名
は
兎
馬
。馬
よ
り
小
形
で
耳

が
大
き
め

３　
ト
ビ
ウ
オ
の
コ
レ
の
滞
空
時
間
の

最
長
記
録
は
40
秒
以
上

４　
見
分
け
が
つ
か
な
い
ほ
ど
そ
っ
く

り

５　
価
値
や
数
値

６　
猫
の
舌
に
多
く
あ
る
コ
レ
の
名
は

「
糸
状
乳
頭
」

７　
拳
で
攻
撃
。オ
ス
の
カ
ン
ガ
ル
ー

は
コ
レ
を
繰
り
出
し
ま
す
が
キ
ッ

ク
も
強
力

８　
空
は
飛
べ
な
い
け
ど
足
が
速
い
鳥
。

眼
球
よ
り
も
小
さ
い
脳
の
持
ち

主
。

10　
神
無
月
の
翌
月

14　
不
平
不
満
の
類
い

16　
漢
字
だ
と「
河
馬
」こ
の
動
物
の
汗

は
赤
色

18　
ワ
ン
ワ
ン
や
ピ
ヨ
ピ
ヨ
、ゴ
ロ
ゴ
ロ

の
類
い

20　
カ
ッ
パ
や
ヌ
エ
の
類
い

22　
根
か
ら
伸
び
ま
す

24　
コ
ン
ブ
や
ワ
カ
メ
の
類
い
。ラ
ッ
コ

は
コ
レ
を
巻
き
付
け
て
寝
ま
す

26　

犬
や
ウ
サ
ギ
は
掘
り
た
が
る
習

性
あ
り

27　

漢
字
で「
蝸
牛
」。雌
雄
同
体
で
、

ま
れ
に
単
独
生
殖
す
る
場
合
あ

り

29　
暦
の
上
で
は
冬
に

31　

○
○
ネ
ズ
ミ
は
ネ
ズ
ミ
よ
り
モ

グ
ラ
に
近
い
種
。○
○
は
五
千
〜

七
千
本

33　
サ
イ
の
コ
レ
は
骨
で
は
な
く
角
質

の一種

34　

俳
句
に
は
必
須
。「
猫
の
恋
」や

「
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
」は
春
の
○

○

36　
人
の
た
め
な
ら
ず

37　
漢
字
で「
鱈
」。肝
油
は
コ
レ
の
肝

臓
で
作
る

38　
奄
美
、伊
豆
、紬

39　
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
通
称
。地
上

最
大
肉
食
獣

41　
と
こ
ろ
変
わ
れ
ば
○
○
変
わ
る

42　
ナ
マ
コ
の
内
臓
の
塩
辛

45　
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
指
の
数

は
○
○
○
○
は
４
本
、後
足
は
５

本

46　
雑
煮
に
必
須
の
食
材

48　
記
事
を
書
く
の
が
仕
事

50　
子
供
は
ウ
リ
坊
。猛
進
す
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
方
向
転
換
も
可
能

52　
雨
が
降
っ
た
ら
作
動

54　
小
さ
な
卵
は
食
用
。江
戸
時
代
に

は
ペ
ッ
ト
と
し
て
人
気
だ
っ
た
鳥

56　
○
○
○
乱
れ
ぬ
隊
列

58　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
群
れ
の
中
で
、こ

こ
が
最
も
赤
い
個
体
が
ボ
ス

59　
イ
カ
の
足
の
数

61　
唱
歌「
花
咲
か
じ
い
さ
ん
」で
鳴
く

犬
の
名

63　

○
○
の
甲
羅
は
あ
ば
ら
骨
が
変

形
し
た
も
の

64　
タ
コ
漁
で
用
い
ら
れ
る
容
器

１　
モ
モ
ン
ガ
は
リ
ス
の
仲
間
、お
な

か
に
○
○
○
を
持
つ
○
○
○
モ
モ

ン
ガ
は
コ
ア
ラ
の
仲
間

３　
中
国
語
で
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
は
小

熊
猫
、コ
レ
は
大
熊
猫

９　
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」で
は
カ
ボ
チ
ャ
製

11　

日
本
で
は
北
海
道
に
生
息
す
る

○
○
キ
ツ
ネ

12　
バ
イ
オ
リ
ン
は
４
本

13　
こ
の
魚
を
調
理
す
る
に
は
専
用
の

資
格
が
必
須

15　

名
前
通
り
丸
い
紋
の
よ
う
な
模

様
が
あ
る
イ
カ

17　
シ
ラ
ス
は
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
な
ど

の
コ
レ

19　
手
刀
で
攻
撃

21　
マ
レ
ー
○
○
は
胴
体
だ
け
色
が
違

う
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
で
す
が
、子

は
ウ
リ
坊
似
の
縞
模
様

23　
「
凹
」の
音
読
み

25　
釣
り
糸
に
つ
け
ま
す

26　
芸
達
者
な
動
物
。オ
ッ
ト
セ
イ
は

○
○
○
科

28　
首
は
長
い
が
、骨
の
数
は
人
間
と

同
じ
7
つ

30　
ク
ジ
ラ
と
の
違
い
は
体
長
。４
メ

ー
ト
ル
以
下
は
コ
レ

31　
ゾ
ウ
の
長
く
て
器
用
な
コ
レ
に
骨

は
な
し

32　
十
二
支
中
唯一架
空

35　
キ
ツ
ネ
は
○
○
○
神
社
に
つ
き
も

の
の
動
物

37　
ド
ラ
ゴ
ン
似
。育
児
嚢
が
あ
る
の

は
オ
ス

40　
胃
袋
を
四
つ
持
つ
。カ
モ
シ
カ
は

シ
カ
で
は
な
く
コ
レ
の
仲
間

42　
囲
み
記
事

43　
←
→
復
路

44　
名
前
通
り
活
発
に
は
動
か
な
い
樹

上
生
活
動
物
。小
食
で
、１
日
10

グ
ラ
ム
程
度
の
植
物
で
生
存
可

能

47　
職
場
は
土
俵

49　
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
の
腹
の
色

51　
世
界
最
小
の
犬
種

53　

名
前
通
り
縞
柄
。鳴
き
声
は「
ヒ

ヒ
ー
ン
」で
は
な
く「
ワ
ン
ワ
ン
」

55　
貸
し
切
り
で
は
な
い
○
○
○
○
バ

ス

57　
新
陳
○
○
○
○

60　
リ
ス
は
大
き
く
、ハ
ム
ス
タ
ー
は

短
く
、コ
ア
ラ
や
人
に
は
な
い
部

分

62　
フ
ラ
ン
ス
の
首
都

63　
雨
の
少
な
い
梅
雨

65　
○
○
サ
イ
も
ク
ロ
サ
イ
も
、実
は

ど
ち
ら
も
体
色
は
グ
レ
ー

66　
ビ
ー
フ
や
ク
リ
ー
ム
や
タ
ン
な
ど

67　
フ
カ
。「
因
幡
の
白
兎
」に
出
て
く

る
ワ
ニ
は
こ
の
魚
と
い
う
説
あ
り

68　
犬
も
歩
け
ば
〇
〇
に
当
た
る

旦
は
つ
き
た
て
の
お
も
ち
を

家
族
で
味
わ
い
心
が
温
ま
り

ま
し
た
。
四
歳
、
二
歳
の
娘
た
ち
も

大
好
き
で
す
。
や
は
り
は
く
ち
ょ
う

も
ち
は
最
高
で
す
ね
。
春
～
秋
は
休

む
時
間
も
な
く
働
く
父
の
背
中
を
見

る
と
同
時
に
稲
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

生
育
し
て
い
く
過
程
を
間
近
で
見
る
。

そ
し
て
収
穫
体
験
を
し
た
り
、
あ
り

が
た
く
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
…

子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
植
物
の
命
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ら
れ
る
ス
テ
キ

な
環
境
だ
な
と
日
々
あ
り
が
た
く
思

っ
て
い
ま
す
。　
（
名
寄　
日
彰
）

年
も
農
作
業
や
野
菜
を
作
っ

て
子
供
た
ち
や
孫
た
ち
の
笑

顔
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
元
気
で
頑
張

り
ま
す
。　
　
（
風
連　
西
風
連
）

い
も
の
で
令
和
に
入
っ
て
も

う
五
年
。
新
し
い
年
が
明
け

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
も
は
っ
き
り
終
わ

り
が
見
え
ず
、
な
ん
だ
か
慣
れ
親
し

ん
だ
言
葉
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
未
だ
に
慣
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
カ
ー
ド
。
何
を
し
て
も
、
何

を
買
っ
て
も
カ
ー
ド
で
処
理
す
る
時

代
に
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。
で
も
こ

れ
か
ら
の
時
代
、
も
っ
と
そ
う
な
っ

て
い
く
の
は
当
た
り
前
。
ど
う
し
よ

う
。
と
に
か
く
健
康
が
一
番
。
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
穏
や
か
な
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。　
　

(

風
連　
豊
里)

年
の
春
、
我
が
家
の
水
田
に

沢
山
の
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
飛

来
し
て
ま
し
た
。
初
め
て
な
の
で
感

激
し
ま
し
た
。
近
づ
く
と
飛
ん
で
行

っ
ち
ゃ
う
か
も
？
と
思
い
な
が
ら
じ

わ
じ
わ
見
た
く
て
近
く
ま
で
行
き
ま

し
た
が
全
～
ぜ
ん
。
二
十
～
三
十
羽

い
ま
し
た
よ
。
今
年
も
来
て
く
れ
る

か
な
ぁ
～
（
風
連　
日
進
）

額
な
宝
く
じ
な
ど
当
た
っ
た

こ
と
は
な
い
け
ど
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
を
も
ら
え
た
の
で
ほ
し
か
っ

た
カ
バ
ン
を
買
い
た
い
で
す
。
う
れ

し
い
小
遣
い
あ
り
が
と
う
～
！

（
風
連　
豊
里
）

寄
の
美
味
し
い
モ
チ
を
食
べ

て
お
正
月
を
満
喫
し
ま
し
た
。

お
祭
り
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物

が
制
限
な
く
楽
し
め
る
一
年
に
な
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
風
連　
日
進
）

末
の
大
雪
に
先
日
の
暖
気
、

い
つ
も
と
違
う
冬
の
天
候
。

今
年
の
夏
は
ど
ん
な
天
候
に
な
る
の

か
？
今
か
ら
心
配
で
す
。
営
農
計
画

書
の
提
出
も
終
わ
り
、
ま
た
一
年
高

齢
者
二
人
で
頑
張
ら
ね
ば
！

（
風
連　
日
進
）

ロ
ナ
が
早
く
な
く
な
っ
て
、

気
に
せ
ず
に
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
に
行
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
い

で
す
ね
。

（
風
連　
仲
町
）

年
は
事
故
事
件
、
災
害
が
数

多
く
世
の
中
あ
り
ま
し
た
が
、

農
家
の
皆
さ
ん
は
穏
や
か
な
秋
で
豊

作
と
な
り
ま
し
た
。
う
さ
ぎ
の
年
は

家
族
笑
顔
で
食
卓
を
囲
む
一
年
と
な

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
風
連　
新
生
町
）

…
…
…
…
…
…
…
…

今
回
の
応
募
総
数
は
28
通
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

元

今早

昨高

名年

昨 コ イ
マ
マ
デ
ド
オ
リ
デ
イ
ル
コ
ト

［
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
］

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
５
名
の

方
に
商
品
券
を
送
り
ま
す
。（

敬
称
略
）

若　
松　
　
　
幸（
風　
連
）

高　
橋　
美
智
子（
風　
連
）

清　
水　
朋　
子（
名　
寄
）

阿　
部　
敬　
子（
智
恵
文
）

嶋　
田　
喜
久
代（
智
恵
文
）

ヨ
コ
の
キ
ー

タ
テ
の
キ
ー

前
回
の
パ
ズ
ル
の
答
え

1 2 3 4 5 6 7 8

9 10 11  
I

12

13 14 15 16 17
A

18

19 20 21 22 23

24 25 26 27 28
B

29

30  
G

31  
F

32 33 34

35 36 37 38 39

40 41 42 43  
D

44 45
H

46 47 48 49

50 51
J

52 53 54

55
E

56 57 58 59

60 61 62 63 64  
C

65 66 67 68

回答欄 クロスワードを解きA〜Jをつないだ言葉を答えて下さい。
※「クロスワードTOP」より

A B C D E F G H I J

　人に話したくなるような豆知識
や、聞かなきゃよかったちょっと悲
しい逸話まで…。驚きの生態が明ら
かに！

正解者の中から
抽選で５名様に「商品券」をプレゼント!!

解答は、本誌に添付されたハガ
キに記入して送付して下さい！

ＦＡＸでも受付しております
０１６５５−３−４０４５

［応募締め切り・発表］
令和5年６月30日（当日消印有効）
当選者は次号でお知らせします。
多数のご応募お待ちしていま
す！
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道北なよろ 一覧表電 話 FAX番号 Ｒ5.４月現在

本　所 営農センター

総務課・営農課・農産課 代表 01655-3-2521 営農課・青果課・畜産課 代表 01654-3-4307

ＦＡＸ 01655-3-4037 ＦＡＸ 01654-2-5763

営農課FAX 01655-3-4045 名寄玄バラ施設 直通 01654-3-8032

金融共済部 直通 01655-3-2030 （９月～11月頃）

ＦＡＸ 01655-3-3768 智恵文乾燥調製施設 直通 01654-8-2413

倉庫（大町３－１） 直通 01655-3-2022 （７月～12月頃）

ＦＡＸ 01655-7-2400 馬鈴薯集出荷施設 直通 01654-8-2776

乾燥施設 直通 01655-3-4131 （８月～12月頃）

（７月～12月頃） ＦＡＸ 01655-3-2591 名寄農民連盟 直通 01654-3-9475

半乾施設 直通 01655-3-4135

（10月～11月頃）

風連玄バラ施設 直通 01655-3-4500 名寄支所

（９月～11月頃） ＦＡＸ 〃 金融共済課 代表 01654-2-4531

風連検査場 直通 01655-3-2030 ＦＡＸ 01654-2-4533

（９月～11月頃） 01655-3-3768 購　買　課 直通 01654-2-1222

上川ＲＴ名寄工場 直通 01655-3-2030 （資材店舗） ＦＡＸ 01654-2-4117

ＦＡＸ 01655-3-3768 燃　料　課 直通 01654-3-6151

購　買　課 直通 01655-3-2030 ＦＡＸ 01654-3-6152

（資材店舗） ＦＡＸ 01655-3-3768

農機車輛課 直通 01655-3-2030 智恵文支所

直通 01655-3-3768 金融共済課 代表 01654-8-2111

FAX 〃 ＦＡＸ 01654-8-2534

燃　料　課 直通 01655-3-2209 購　買　課 直通 01654-8-2112

ＦＡＸ 01655-3-2219 （資材店舗） ＦＡＸ 01654-8-2203

風連農民連盟 直通 01655-3-2597 農機車輛課 直通 01654-8-2114

らくみらんど(株) 直通 01654-2-3170 名寄農民連盟（智恵文事務所） 直通 01654-8-2842

ＦＡＸ 01654-2-3224

名寄市資源保全広域協定 直通 01655-3-2600

ＦＡＸ 01655-3-2611
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